
●北部地区

所在地 長崎市虹が丘町2432番地
校舎の状況 鉄筋コンクリート造　4階建　2,713㎡　1979年3月建設

児童数・学級数 別表参照

通学区域

大宮町(19番1号から19番3号まで及び23番から25番までの区域)、虹が丘町、エミ
ネント葉山町、岩屋町(41番の区域並びに779番地から793番地まで、795番地から
800番地まで及び802番地の区域)
大園町(10番から12番まで及び14番の区域)、大宮町(19番1号から19番3号まで及
び23番から25番までの区域並びに大園小学校の通学区域を除く。)

近隣校 大園小学校、滑石小学校、西北小学校、西町小学校、北陽小学校
中学校区 滑石中学校、岩屋中学校

備考
虹が丘小学校は虹が丘団地の造成により、昭和54年、大園小学校より分離新設。ま
た、近隣校である大園小学校は大園団地の造成により、昭和42年、滑石小学校より
分離新設。

・児童数推移

虹が丘小学校

　虹が丘小学校の児童数は昭和50年代をピークに減少しており、平成30年度は平成元年の約21％(617
人⇒129人)となっている。
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●北部地区

所在地 長崎市横尾5丁目3番1号
校舎の状況 鉄筋コンクリート造　4階建　2,210㎡　1980年3月建設

生徒数・学級数 別表参照

通学区域

【北陽小学校区】
滑石3丁目の一部、北陽町
【横尾小学校区】
滑石3丁目(北陽小学校の通学区域を除く。)、横尾1丁目、横尾2丁目、横尾3丁目、
横尾4丁目、横尾5丁目

近隣校 滑石中学校
小学校区 北陽小学校、横尾小学校
備考 昭和55年、横尾団地の造成に伴い、近隣校である滑石中学校より分離新設。

・生徒数推移

　横尾中学校の生徒数は昭和60年代をピークに減少しており、平成30年度は平成10年の約23％(736人
⇒171人)となっている。

横尾中学校
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